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Quantitative assessment of empathic communication

共感は人が社会的な生活を営む基盤ですが、主観・生理･行動から構成される複雑な現象であるため
に、その仕組みはまだ十分に解明されていません。本研究では、共感を多面的に理解するために定
量化し、そこに含まれる個人差を考慮した方法論を提案していきます。

個人の中で生理と行動がどのような関係にあるのか、複数の個人の間で情動がどのように伝わるの
かを明らかにしました。さらに、個人差が大きい主観の分析において、複数人のデータを集約する集
合知のアプローチと、心理特性にもとづく個人差を含むモデル構築の両方に取り組んでいます。

共感を個人差を含めて定量計測する枠組みが整えば、一人一人にあわせた共感を促す介入やその
効果の評価・予測が可能になります。他者との関わりがより豊かになれば、ウェルビーイング（心身の
潜在能力を発揮し、いきいきと満足して生きること）の向上にもつながると期待されます。

「こころが動く、通う」をどう測る？

～主観・生理・行動からみた共感的コミュニケーションの分析～
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システム化指数(SQ)が高い
人ほど自分と相手の情動の
類似度をより正しく回答する
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共感性指数(EQ)が高い
(低い)人ほど、相手と似た
情動になりにくい(やすい)
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どのような人が他者と似た情動になりやすく、また、
似た情動になっていることを正しく認知しやすいかを
類似性判断理論にもとづき解明しました

長 短

情動空間自分

個人間での生理の同期と認知の共有個人間の情動伝染の認知と心理特性 [2]
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コミュニケーションへの
印象評価（認知）の一致度

協力課題を実行中に、生理反応が同期すること、生
理的同期が高いほど「場」に対する印象（認知）も一
致しやすいことを明らかにしました
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指尖容積脈波（振幅値）が
二人の間で同期

人物1

人の間で生じる共感には生理の同期という低次
の現象から認知の共有という高次の現象まで
様々含まれます。本研究ではこれらを多面的に
理解しようとしています。

自然な笑顔と作り笑顔の識別課題において、ビデオ
だけを見て判断する人と機械、筋電図のみから判断
する機械の精度を直接比較しました

個人の生理と行動 [1]
※筑波大との共同研究成果

正答率は 人 ＜ 画像計測 ≒ 筋電図計測


